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慌
に
川
比
一
時
の
有
司
共
が
失
鈴
と
云
は
ざ
る
を
帆
何
十
。

O
宇
多
須
山
古
姐

後
村
上
天
患
の
御
世
E
M
T
十
七
年
、
北
朝
際
安
二
年
九
月
十
二
日
、

桃
井
芭
和
加
賀
閥
宇
多
須
山
花
陣
管
せ
し
蕗
.
同
十
五
日
吉
見
左
馬

土
味
一

後
し
て
桑
・
茶
も
培
養
な
り
が
た
け
れ
ば
、
途
に
金
部
人
民

の
埋
葬
地
と
た
し
て
、
臥
龍
山
の
雅
名
も
今
は
徒
ら
に
成
り
た
り
。

谷
を
挫
め
て
山
上
を
平
均
し
.
共
の
本
意
を
越
し
た
り
。
と
の
問
、

儲
か

一
年
K
て
共
の
都
殺
を
降
し
た
り
と
い
へ
ど
も
、
此
の
時
よ
り

臥
能
山
の
山
放
を
費
じ
、往
古
よ
り
の
風
致
を
失
へ

り
。
訟
も
ふ
陀
共

の
平
均
せ
し
地
所
、
人
民
の
居
住
も
成
り
難
く
、
又
開
拓
す
る
に
も

年
五
月
よ
り
術
上
を
平
均
し
て
町
地
と
な
さ
ん
と
の
建
議
起
り、

市
中
人
民
共
余
銀

E
募
り
、
彩
多
の
人
夫
を
出
し
‘

一
時
狂
気
の
如

〈
男
女
蛾
処
し
て
、
成
中
坂
糊
兵
術
塚
な
ど
の
商
品
を
取
段
ち
.
諜

と
な
し
た
る
よ
し
古
記
録
陀
被
せ
た
り
。
此
の
山
の
形
欣
貨
に
臥
能

と
も
い
ふ
べ
し
。
元
除
二
年
。
十
二
年
十
三
年
九
な
ど
に
山
獄
崩
れ
し

か
ど
・
悩
少
の
都
民
て
、
山
献
は
依
然
た
り
し
を
、
蹴
出
稼
の
際
問
医
師
叫

陀
川
馬
せ
ら
れ
し
時
、
術
商
虫
和
備
を
と
も
な
ひ
、

卯
炭
山
の
綴
上

陀
隙
管
を
布
き
・
山
般
の
腕
縫
た
る
を
見
て
臥
前
山
と
名
付
け
詩
題

金
部
古
蹴
志
管
叶

子
ν
時
金
部
尾
張
町
の
町
人
浅
野
原
惣
京
街
門
が
先
組
仰
右
衛
門
が

家
主
技
館
と
な
し
.
謙
信
愛
に
止
宿
し
‘
小
脇
刺
却
を
賜
は
り
た
る

よ
し
三
州
志
に
減
せ
た
り
。
或
は
一耳
ム
。
宇
多
須
山
の
古
越
は
.
今

卯
辰
一
脚
耐
と
て
近
年
越
立
せ
し
嶺
上
の
枇
地
は
、
従
前
卯
反
山
全
備

君
新
前
歳
白
山
枇
。

箆
守
凶
方
金
滞
減
。

族
悉
〈
欺
殺
せ
ら
る
o
此
の
際
医
梁
じ
、
越
後
の
侃
主
上
杉
般
信
能

登
閣
に
強
向
し
、
市
U
K
-加
賀
図
に
討
入
り
し
が
・
此
の
時
謙
信
血
相
官
尚

昆
を
伴
ひ
‘
余
開
放
の
京
茶
臼
山
花
登
り
て
附
仰
を
布
き
.
此
の
山
似

の
競
艇
た
る
を
見
て
臥
龍
山
と
名
付
け
.
旦
備
前
里
山
上
よ
り
金
押
伸

被
を
臨
ん
で
一
聯
伺
を
賦
し
け
り
。

の
震
め
築
吉
た
る
怨
に
て
、
北
ハ
の
遺
踏
今
詳
か
な
ら
・干
。
叉
n
L
よ
り

後
天
疋
五
年
、
能
登
の
領
土
中
自
制
山
袋
容
七
尾
械
に
矢
亡
せ
ら
れ
、
長

紘
一
巡
の
一
放
を
の
披
を
守
謎
せ
し
底
.
遊
佐
・
誠
弁
等
の
怨
に
長
一

助
共
の
披
を
攻
陥
し
、
同
十
七
日
間
閤
松
棋
の
陣
替
を
迫
陥
し
た
る

よ
し
、
得
江
八
郎
次
郎
季
員
巾
軍
忠
献
花
見
h
た
り
。
津
悶
瓜
卿
の

稲
山
岡
文
析
に
、
宇
多
須
古
盤
・部
品
今
上
杉
謙
信
軍
管
岨
俗
呼
正一茶勝
山↓

と
い
へ
り
。
按
守
る

K
.
E
干
の
時
な
る
宇
多
須
城
は
、

一
時
防
禦

ノ、




